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～今、求められていることとは・・～    
　皆さんは、何かを「知りたい」と思ったとき、どうしていますか？ か
つては、たくさんの知識を頭に詰め込んでいる人が「賢い」とされる時代
でした。しかし、今やスマートフォンを開けば、世界中の知識に一瞬でア
クセスできます。さらに、生成ＡＩの登場により、私たちが問いかければ、
ＡＩが瞬時に答えをまとめてくれるようにもなりました。こうした時代に
おいて、今、皆さんに最も求められているのは、単なる「知識の量」では
なく、ＡＩやネットから最良の答えを引き出すための「プロンプト（問い
かける力）」です。例えば、ＡＩに「カレーの作り方を教えて」と聞けば、
一般的なレシピが返ってきます。しかし、「キャンプ場で、小学生でも３
０分で作れる、包丁を使わないカレーのレシピを教えて」と問えば、ひき
肉やカット野菜、市販のルーを使った特別なアイデアが返ってきます。自
分の置かれた状況を正確に言葉にする力が、自分にとってのより精度の高い「正解」を引き出すのです。
ネット社会を生き抜く術（すべ）とは、いわば「言葉を使いこなす力」です。自分が何を求めているの
かを整理し、的確な言葉で外の世界（あるいはＡＩ）へ投げかける。この「問い」の精度こそが、皆さ
んのこれからの武器になります。「では、勉強して知識を蓄える必要はないの？」と思うかもしれませ
ん。それは違います。質の高いプロンプトを作るためには、自分の中に「材料」が必要です。幅広い知
識や経験があるからこそ、「もっとこう聞けばいい答えが返ってくるはずだ」という発想が生まれます。
学校での学びは、この「最高の道具」を使いこなすための基礎体力をつけている時間なのです。どんな
に便利な道具があっても、それを使う皆さんの「気づき」がなければ意味がありません。「何が正しい
のか」「自分はどうしたいのか」。膨大な情報の海に飲み込まれるのではなく、自ら問いを立て、情報
のハンドルを握ってください。正しい問いを立てられる人は、どんなに変化の激しい社会でも、自分の
力で進むべき道を見つけ出すことができます。皆さんにはそういった「問いかける力」を、中学校生活

 の中で磨いていってほしいです。

～全国いじめ問題子供サミットに参加～    
１月２４日（土）に文部科学省主催の「全国いじめ問題子供サミッ

ト」が東京都千代田区霞が関の文部科学省講堂で開催されました。本
校からは千葉県を代表して生徒会本部役員３名が参加してきました。
このサミットは生徒の主体的な活動に積極的に取り組んでいる学校の
生徒が集い、交流する機会を設けることにより、このような活動の中
心となるリーダーを育成するとともに、全国各地で創意工夫をこらし
た多様な取組を推進することが目的となっています。特に今年のサミ
ットのテーマは、「『ネットいじめ』をなくすために私たちにできるこ
と」ということで、皆さんにも身近なテーマでした。今回のサミット
で情報交換をしてきた内容を今後の生徒会の活動に大いにいかしていってくれることを期待していま
す。 

～食に関する授業を実施～       
　毎年１学年を対象に「食に関する授業」を実施しています。今年も給食センターから栄養士の先生を
招いて、私たちの健康に欠かすことができない栄養素、とりわけ成長期である今の時期に欠かすことが
できない栄養分、それを摂取するための望ましい食習慣についてお話してもらいました。中学校の３年

間は心も体も大いに成長する時期です。食べる量を不自然に制限して必
要な栄養分が体内に入ってこなくなると、今だけではなく将来にわたっ

 て不調をきたすこともあります。
そんなことを学ぶことができ
た時間でした。２、３年生の
皆さんもかつて受けた「食に
関する授業」を思い出し、自
分に必要な栄養についてあら

 ためて考えてみてください。

　 　 オープンスクールを実施します。 
 　　２月３日（火）～６日（金）は
 　　オープンスクールとなります。
 　　お子様の様子を参観していただ

 　　けると幸いです。　

サミット会場にて

食に関する授業の様子


